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11
月
1
日
、
笠
置
小
学

校
で
は
、
相
楽
東
部
広
域

連
合
教
育
委
員
会
指
定
の

研
究
発
表
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

笠
置
小
学
校
は
、
児
童

数
35
名
と
い
う
小
規
模
校

の
特
性
を
活
か
し
た
地
域

密
着
型
の
学
習
に
数
多
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
は
公
開
授
業
の

後
、
学
年
ご
と
に
笠
置
町

に
つ
い
て
、
自
ら
体
験
し

た
こ
と
、
ま
た
地
元
の

方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
学
ん
だ
内
容
な
ど
を
発

表
し
、
さ
ら
に
笠
置
の
伝

統
文
化
で
あ
る
和
太
鼓
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
少
人
数

な
が
ら
迫
力
あ
る
音
は
参

加
者
を
圧
倒
し
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
の
教
諭
に
よ
る

研
究
発
表
で
も
、
笠
置
小

学
校
の
課
題
を
提
示
し
な

が
ら
今
後
の
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
て
、
学
校
関
係

者
の
共
感
を
得
た
研
究
発

表
と
な
り
ま
し
た
。

ふるさとに学び、地域の人とのつながりを大切にし、　　
　ふるさとに誇りをもつことができる児童の育成
〜国語科の学習を基盤とし、実生活につながる学びの創造〜

11
月
22
日
、
和
束
中
学

校
で
は
、
京
都
府
教
育
委

員
会
と
相
楽
地
方
中
学
校

教
育
研
究
会
の
指
定
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
実
践
内
容
、
成
果
と
課

題
等
に
つ
い
て
の
研
究
発

表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

上
記
研
究
主
題
の
と
お

り
、
会
場
へ
足
を
踏
み
入

れ
る
と
、
す
ぐ
に
お
茶
の

香
り
に
包
ま
れ
、
お
茶
席

が
設
け
ら
れ
る
中
、
生
徒

た
ち
に
よ
る
お
茶
の
振
舞

い
で
〝
お
も
て
な
し
〟
が

始
ま
り
ま
し
た
。
来
場
者

を
も
て
な
し
た
後
は
、
生

徒
に
よ
る
学
習
発
表
に
入

り
、
和
束
検
定
や
観
光

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
学
習

し
て
き
た
成
果
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
堂
々
と
発
表
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
教
諭
に

よ
る
研
究
発
表
や
地
域
の

方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
和
束
町
の
主

産
業
で
あ
る
お
茶
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
を
ほ
こ
り

に
思
い
、
愛
す
る
生
徒
の

育
成
、地
域
連
携
な
ど〝
和

束
中
学
校
だ
か
ら
で
き

る
〟〝
和
束
中
学
校
な
ら

で
は
〟
の
特
色
あ
る
取
組

の
成
果
を
二
百
名
を
超
す

学
校
関
係
者
に
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地域と連携した横断的・総合的な学習や探究的な学習を通した
総合的な学習の時間の創造

〜ふるさと和束をほこりに思い、愛する心を持った生徒の育成〜
(四季折々の癒やし、もてなしの心、茶源郷和束 )

和束

笠置



南
山
城
村

教
　
育

れんけい　2014 年 1 月号1515

け
れんけい教 育 ducationE れんけい 育教ducationE

11
月
26
日
、
笠
置
町
産
業
振
興
会
館

に
お
い
て
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

『
住
ま
い
の
整
理
・
収
納
術
』
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
末
の
大
掃
除
を

前
に
お
片
付
け
の
コ
ツ
を
伝
授
し
て
も

ら
お
う
と
、
女
性
を
中
心
に
約
30
人
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
日
浦
弘

子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
整
理
収
納
を

実
践
す
る
前
に
心
得
て
お
き
た
い
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
整
理
収
納
の
目
的
や
、

〝
捨
て
る
（
整
理
）〟
と
〝
し
ま
う
（
収

納
）〟
の
関
係
性
に
つ
い
て
具
体
的
に

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
生
は
、
納
得
し
た
よ
う
な
表
情

で
何
度
も
頷
い

て
、
す
ぐ
に
で

も
実
践
し
た
い

と
の
こ
と
で
し

た
。教

育
委
員
会

で
は
、
今
後
も

み
な
さ
ん
の
暮

ら
し
に
役
立
つ

講
座
を
企
画
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

12
月
８
日
㈰
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
に
お

い
て
、
笠
置
町
同
和
・
人
権
学
習
公
開
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
日
本
一
小

さ
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
団
「
侍
（
さ
む
ら
い
）」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
大

衆
演
劇
＆
人
権
ト
ー
ク

形
式
の
講
座
で
し
た
。

日
本
に
根
付
く
大
衆

演
劇
を
根
底
に
、
懐
メ

ロ
か
ら
最
新
の
ヒ
ッ
ト

曲
ま
で
の
歌
謡
舞
踊

シ
ョ
ー
は
忘
れ
か
け
て

い
た
日
本
の
心
を
届
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
座
長
の
皐
月

竜
馬
さ
ん
に
よ
る
人
権
ト
ー
ク
で
は
、
一
座

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
転
校
し
た
先
々
で
受

け
た
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、
自
身
の
経
験
を

も
と
に
家
族
へ
の
愛
情
を
込
め
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
衆
演
劇
一
座
を
営
む

フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
か
ら
こ
そ
差
別
の
な
い
世
の

中
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ

て
く
る
内
容
で
し
た
。
誰
に
で
も
わ
か
り
や

す
く
、
楽
し
く
、
懐
か
し
く
、
癒
や
し
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
１
５
０
名
を
超
え
る
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

毎
年
、
教
育
委
員
会
で
は
京
都
府
か
ら
の
助
成

を
受
け
、
地
域
に
お
け
る
舞
台
芸
術
振
興
・
次
世

代
体
験
推
進
事
業
と
題
し
、
本
物
の
舞
台
芸
術
の

鑑
賞
に
加
え
体
験
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
12
月
14
日
㈯
「
ド
ラ

ム
缶
楽
器
〜
ス
テ
ィ
ー
ル
・

パ
ン
を
奏
で
よ
う
！
〜　

打

楽
器
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
、

15
日
㈰
に
は
、「
南
国
気
分

　

ス
テ
ィ
ー
ル
・
パ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
や
ま
な
み
ホ
ー

ル
で
実
施
し
ま
し
た
。

公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
7

名
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

者
は
、
演
奏
方
法
な
ど
の
説

明
の
後
、
す
ぐ
に
コ
ン
サ
ー

ト
当
日
に
演
奏
す
る
曲
の
練

習
に
入
り
、「
き
ら
き
ら
星
」

を
は
じ
め
3
曲
を
マ
ス
タ
ー

し
て
、
講
師
の
山
下
ジ
ュ
ン

さ
ん
の
指
揮
の
も
と
、
コ
ン

サ
ー
ト
当
日
に
は
素
敵
な
和

音
を
奏
で
て
く
れ
ま
し
た
。

山
村
誠
一
さ
ん
と
ワ
ン
・
ハ
ー
ツ
・
ス
テ
ィ
ー

ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
が
か
も
し
だ
す
サ

ウ
ン
ド
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
二
階
堂
和
美

さ
ん
の
歌
声
と
共
に
舞
台
か
ら
溢
れ
、
私
た
ち
を

南
国
気
分
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
片
付
け
に
は

　
コ
ツ
が
あ
る

結
び
あ
う
絆

～
家
族
の
愛
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
へ
～

南
国
気
分
で

　
ス
テ
ィ
ー
ル
・
パ
ン
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相楽「少年の主張」大会相楽「少年の主張」大会第21回  

日　時 ： 平成26年２月９日（日） 午後１時30分～
場　所 ： アスピアやましろ（木津川市山城町）

発表者 ： 木津川市・相楽郡内に在住する小中学生の代表者

管内３町村からも、それぞれ２名ずつの小中学生が発表する予定で
す。子どもたちが、日常の中で感じていること、考えていることな
どを堂々と発表します。ぜひ、会場へ足をお運びください。

和束町教室 　20日月　19：30〜
場所：和束町体験交流センター
講師：ジェイムズ・バーンズ先生
南山城村教室  15日水・29日水　19：30〜
場所：南山城村文化会館
講師：アルヴィン・ハート先生

★お問合せは、教育委員会まで
TEL ０774-78-4335

1月の英会話教室

日 時 　	平成26年2月7日㈮　午前10時〜正午
場　　所  ふれあい工房てらす和豆香（和束町白栖）

参加対象  管内３町村在住・在勤の18歳以上（高校生不可）

参加費用  600円　※当日徴収します。
参加定員  先着9名　※3人ずつ3班に分かれます
持 ち 物  エプロン、三角巾、マスク、手拭き用タオル

受付期間  1月20日㈪〜24日㈮　※午前９時〜午後５時　

お申込み・お問合せ　相楽東部広域連合教育委員会
　　　　　　　　　TEL０７７４－７８－４３３５

　※市外局番等の
　お掛け間違いに
　ご注意ください。

空気が乾燥し、火災がおこりや
すい季節です。

まちの大切な文化財を守るため、火の
取り扱いには十分気をつけていただき
ますようお願いします。

1 月 26 日は
文化財防火デーです。

蕎麦打ち体験教室蕎麦打ち体験教室蕎麦打ち体験教室蕎麦打ち体験教室蕎麦打ち体験教室蕎麦打ち体験教室大人もWakuWork
体験事業

大人もWakuWork
体験事業

大人もWakuWork
体験事業

大人もWakuWork
体験事業

大人もWakuWork
体験事業

大人もWakuWork
体験事業

参加費は
無料です。
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今月の
新着図書
※３町村のどなたでも借りられます。
　最寄りの図書室でリクエストの
　申し込みをしてください。

※３町村のどなたでも借りられます。
　最寄りの図書室でリクエストの
　申し込みをしてください。

11 JanuaryJanuary
月月

タイトル 著者名

笠　　置

一般書

爪と目 藤野　可織

桜ほうさら 宮部　みゆき

風の中のマリア 百田　尚樹

児童書

風立ちぬ 宮崎　駿

ぬいぐるみ団　オドキンズ ディーン・Ｒ・クーンツ

白い虎の月 コリーン・ハウック

和　　束

一般書

疾風ロンド 東野　圭吾

原発ホワイトアウト 若杉　冽 

野菜いためは弱火でつくりなさい 水島　弘史

児童書

からすのやおやさん かこさとし

おつかいくん 鈴木　のりたけ

原始力のサバイバル　２ ゴムドリ co.

南山城村

一般書

広辞苑の掘り出し日本語　①〜③ 永江　朗

月下上海 山口　恵以子

馬医（上・中・下） キム・イヨン

児童書

ひめねずみとガラスのストーブ 安房　直子

数えてみよう・無限を調べる 瀬山　士郎

ジュニアのための万葉集全４巻 根本　浩

新年明けましておめでとうございます
　本年も、お気軽に、図書室をご利用ください。お待ちしています。
　また、図書室事業にも多数のご参加、ご協力、よろしくお願いします。

〈３町村図書室の連絡先〉
　笠置町　　　TEL 0743-95-2726
　和束町　　　TEL 0774-78-4013
　南山城村　　TEL 0743-93-0522

★３町村の年始めの開室は
　　笠置町　　　１月６日㈪
　　和束町　　　１月５日㈰
　　南山城村　　１月８日㈬

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

応募方法  ◇画用紙（どんな大きさでもいいです）を使うこと。
  ◇クレヨン画・水彩画・版（はん）画・はり絵など表現は自由です。
  ◇絵のうらに名前、住所、性別、学校（保育園）名、学年（園児は年齢）、読んだ本の題名を書いてください。
 ◇対　象　和束町に住む幼児・小学生
 ◇提出先　和束町体験交流センター内　相楽東部広域連合教育委員会（TEL 0774-78-4335）
 　または、図書室（TEL 0774-78-4013）
 ◇締め切り　平成26年1月31日㈮まで
作品展示 　平成26年2月7日㈮から 3月2日㈰まで　

 和束町体験交流センター1階ホールに展示しますので、ごらんください。
そ の 他 　参加者には、参加賞をお贈りします。作品は、後日お返しします。

「お話を絵にしよう」募集要項

　放送大学はテレビやラジオ放送、インターネットを通して学ぶ通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然文学など、幅広い分野を学べます。働きながら学んで大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、様々な目的で様々な世代や職業の方が学んでいます。募集要項は下記のとおりです。
◇出願締切　平成 26 年 2 月 28 日㈮
◇入学資格　①15歳以上の方なら、1科目から学習する選科履修生・科目履修生として入学できます。
　　　　　　②18歳以上で大学入学資格をお持ちの方は入学試験は無く、全科履修生で入学できます。
　　　　　　③  大学入学資格をお持ちでない方も、所定の16単位以上を修得し満18歳以上になれば、大学

卒業を目指す全科履修生として入学ができます。
◇資格取得　 全科履修生で 4 年以上在学し所定の 124 単位修得者は国公私立大学同様の学士（教養）の学位

を取得できます。他の資格関係は大学案内等を参照してください。
	 【お問い合わせ先】　放送大学奈良学習センター
	 	 TEL	0742-20-7870　	 URL　http://www.ouj.ac.jp

放送大学　平成 26 年度１学期（４月入学）　学生募集


